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（

雜

　

　
録
）

　

○

大

島

近

海
探

集
旅
行
の

認

　

數
年
前
政
府

は

九
萬
四
千
匹

の

甑
を

買
ひ
上

げ
今

も

そ
れ

を

實

行
し

て

ゐ

る
。

近

頃
電

報
の

報
知

す
る

所
に

依

れ
ば

三

萬
の

濠
洲

兎
毛

皮
は

紐
育
に

で

高
價
に

取

引
さ

れ

だ

と
か、

本

年
（

→

八
二

〇

年
）

の
一

月
は

同

市
に

於
て

八

萬
の

濠

洲
赤
狐

毛

皮
が

賣
ら

れ、

其

後
四

萬
枚
の

賣
買
が

あ
つ

た
な

ど
逋
知
さ

れ

て

る
．

　

狐
は

歐
洲
に

て

は
一

産
に

二

匹
の

仔
を

産
む
の

だ

が

此

處
で

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

六

匹

乃
至

八

匹

を

奩
む

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　

猫、

飼
養
動

物
中

猫
程

直
に

外
界
に

適
應
し
て

行
く

動
物
は

無

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

い
、

猫
は

濠
洲
に

て

兎
を

驅

除
す
る

爲
め

に

牧
羊

場
で

放
し

た

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

の

も

あ

る

が
、

叉

海
岸
に

て

難
波

船
よ
b
逃

亡
し

野

猫
と

な

つ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

も
の

の

多
き
も

注

意
せ

な

け

れ
ば

な

ら
ぬ

。

諸
地

方
を
放
行

し
て

野

猫
を

見
る

が、

北
西

檬
洲
の

不

毛
地

を
探

險

し
た

時
、

人

家
よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

り

四

百
哩
＾

離
れ

陀

地

點
で
「

匹
の

美
し
い

毛
の

フ

サ

々

≧

し
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

猫

を
見
て

驚
か

さ

れ

た
こ

と
が

あ
る

。

又

或
ラ

グ

！

ン

に

達
し
だ

　へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

時
四

十
七

匹
の

猫
の

骨
骼
が

横
は

つ

て

ゐ

る

の

を

數
え
だ

が

之
等

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

ラ

グ

ー

ン

の

水
が

乾
い

元

爲
め

に

羯
死
し
陀

も
の

だ
。

北

西
地

　｝

方
で

呈
入

揺
を

錆
篌
し
て

ゐ

嘉
、

脂

肪
が

多
−
・

悲

常
に

之
を

好
む
の

で

あ
る

。

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　じ

　

鹿
、

六
十

年
程

以

前

或

金
特
の

地

主
が

鹿
を
柵
飼

し
て

ゐ

把

　｝

が
、

そ

れ

が

逃

亡

し
た

の

か

或
は

放
し
た

の

か

忽
ち

増
殖
し

或
地

〔

方
で

は

果

樹
園
を

害
さ

れ

て

苦
し
み

或
は

大

麥
小

麥
の

畑
を

襲
は

れ

非

常
に

苦
し

ん

で

ゐ
る

の

で

あ

る。

余
が

困

劃
ヵ

ゾ
ゴ

捌
ー

グ

の

妹
を

訪
問
し
把

時

夜
中
に

鹿
の

鳴
く
の

を
聞
い

た

故
犬
を

以
て

追
は

し
だ

所、

犬
は

鹿

群
に

接
近
す

る

こ

と

が

出
來

ず
し
て

逃

げ

三

〇

て

來
詫

。

明
朝
に

な
つ

て

調
べ

だ

處、

作

物
は

全
く

鹿
の

爲
め

に

蹂
嬲
さ

れ、

恰
も
五

十
匹

の

鹿
の

荒

し
把

と

思
は

れ

る

程
の

大
な

る

損
害
を

被
つ

だ。

　

上
逑
せ

る

動
物
の

著
し
き

蕃
殖
は

實
に

少

數
の

親

よ
b
増
え
て

、

且
つ

い

つ

も

親
動
物
よ

り

も

常
に

大
き
く、

張

壯
に

育
つ

の

で

あ

る

か

ら

新
開
地

に

動
物
を

移

入
す

る

に

は

大
に

注
意
を

要
す
る

こ

と
で

あ
る

。

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

（

五

島
博
士

談
）

　
　
　

●
大
島
近
海
探
集
族
行
の

記

　
　

此

稿
を

書
き

始
め

る

前
に

、

先
づ

貝
類

や

蛛
蜘
類
の

種

名
鑑

　

定

に

此

盡
力

下
さ

つ

だ、

畏

兄

夲

瀬
信
太

郎、

岸
田
久

吉

兩
氏

　

に

厚
く

御
禮
を

申
し

上

げ
て

置
き

ま

す
、

街
ほ

綵

集
し
だ

標
本

　

の

内、

ハ

イ

ド

ロ

ゾ

ア

や、

ゴ

ヵ

イ

叉

は

カ

ニ

類

の

大

部

分

　

は、

此

原

稿
を

串
す
時

迄
に、

鑑

定
が

間
に

合
は
な

か

つ

だ
の

　

で、

記

入
が

出
來

ま
せ

ん
で

し

た。

何
れ、

此
等
は、

飯
塚

博

　
士
、

篠
原

雄

氏
や、

其

他
の

方
々

が
、

將
來

報
告
さ

れ

る

事
が、

　

あ
る

か

も

知
れ

な

い

と
思
ひ

ま

し
た
か

ら、

此

稿
に

は、

強

ひ

　
て

記
入

致

し

ま
せ

ん

で
し
た
．

徇

ほ
私
の

探

集
し

ま

し
た

標

本

　
の

内、

御

研
究
材

料

と
し
て
、

御

入

用
の

あ
る

方
は、

御

遠
慮

　
な

く

御
申

越
下

さ

い
。

持
ち

合
は

せ

の

分
だ

け
は、

全

部
差

上

　
げ

ま

す
か

ら
。

　
去

年
の

夏、

自

分
は
伊
豆
七

島
近

海
の

海
産

動
物

採

集
を
思
ひ

立

つ

て
、

七
月
の

中

頃
か

ら、

三

騎
の

實
驗

所
へ

行
つ

て

其

用

意

を

し
陀
が

永

ら
く

天

候
が

定

ま
ら

な

か

つ

た

爲
に
、

其

樹
發
は

逾
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に

八

月
の

十
一

日

に

延

び
陀

。

當
日

油

壼
を、

道

寸

丸
で

出
帆
し

た
の

は、

午

前
八

時
で
、

　一

行
は

青

木

船

長
の

外、

水

夫

五
人

と、

跂
阜
師

範
の

猫
山

常
藏
氏、

朝
鮮
卆

壌
女

學
校
の

梶
原

梅
次

郎
氏

等
で

あ
つ

泥
。

大

島
の

波
淨

港
に

着
い

陀
の

は、

實
驗
所
を

出

發
し
て

か

ら
六

時

間
の

後
で
、

何

處
か

に

暴

風
雨
で

も
ゐ

つ

だ

爲
か、

　一

女
餘
の

波

浪
が、

海
岸
に

何
個

と
な

く、

柱
の

檬
に

突

き

立
つ

て

居
る
、

赤
い

火
山

岩
の

、

岩
角
に

當
つ

て
、

碎
け
る

朕

が
、

實
に

壯

快
で

あ
る

。

遙
か

沖
に

は
ゴ

ン

ド

ウ

鯨
が

汐

を
吹
き

上

げ、

臼
浪
を
立
て

泳
ぎ

廻
つ

て

居
る

の

も
見

え
だ

。

波
淨
に
］

泊
し
て
、

十
二

日

の

翌
朝、

未
だ
朝

霧
の

港
を

立

ち

籠
め

て

居
る

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
メ

あ

ム

む

頃、

波
を
蹴
つ

て
、

島
の

東
南
約
二

里

孚
の

沖
合
に

あ
る、

大

室

ダ

シ
出

と
云

ふ

淺
い

瀬
に

着
い

だ。

此
處

が、

此

度
の

採

集
の

第
一

地

點
で

あ
る。

方

經

五
里

も

あ
る

、

三

十

曝
か

ら
九

十
曝
位
の
、

淺

い

大

き
な

瀬
で、

腰
流
の

圭

流
は、

其
の

北

西
の

端
を

洗
つ

て
、

大

島
の

南
岸
の

方
へ

流
れ

て

居
る

。

先
づ

採
集
を

す
る

前
に、

　一

二

回

潮
流

測
量

を
や
つ

て

見
だ

が
、

未
だ

網
を

入
れ

る

樣
な

汐
で

な

い

爲
め

に、

少

し
く

時
を
お

い

て
、

第
畷

回

の

採

集

を

試

み

た
。

二

時
問
餘
り
、

西
南
の

方
へ

網

を

流
し
て

獲
だ

も
の

は、

比

較
的
豊
富
で

あ
つ

セ

が
、

採

集
物
の

大

體
は、

矢
張
り、

相
模

灣

の

此

處
と
同

樣
な

深
に

棲
む
生

物
と、

殆

ん

ど
同

じ
で

あ
る

と
云

つ

て

差
違
な

か

ら

う
。

（

一

體
我
々

が、

此

度

斯

樣
に

深
い

處
の

生

物

を、

採

集
す
る

に

主
に

使
つ

だ

採

集
具
は、

珊

瑚
網
と
グ

ボ

繦

と

で

あ
る

が
．

前

者
は

單
に

四

國
近
海
で

珊
瑚

漁

業
に

使
つ

て

居
る

鋼
を
其
儘
用
ひ
て

居
る

の

が
、

唯
だ
少

し

く

其

使

用
の

形
式

（

雑

　
　
錐
）

　
○
大

島
近

海

採

集
醸
行
の

認

を

變
へ

て

居
る

。

叉

後
者
は

從
來
屡
々

飯
島
先
生
が

、

海
綿
採

集

等
の

際
に、

使
は
れ

だ

も
の

で、

其
詳

細
は

理

科
大

學
紀
要

第
十

五

卷

　
　

貢
に

、

記
し
て

あ
る

）

。

　

第
→

採
集
地

點
か

ら

獲
れ

陀

も

の

よ

主

な

の

は
、

　
H、
巴
団

言

窪
炉

歪
g

諺
巳
霧一
908

身｝
碧

罸
u

≧
。

岩
三
q

β

○
騨

ワ

若
嘗
笠

ぎ噸

屠
Φ

喜
讐

審｝

娼一
q

彦
舞

巴
P

蜜
o

譯
＆
。

P

レ同
三
嚇
爵

β

聲

茖
8
。

σ・

。
巨

罸聰
b
 

づ

脅
。
5

碧
暮

ξ
20

夢
費
日
Φ

崔
ご
。

醫
q
岩
。。】

O
娼

銘
9
窪
営”
○
悔

巨
90

鬘”
○
喝

ぼ
Q
琶

基
冒

β
臣
簿
ぎ
o

碁
客
『

曽w

掛
砂

霞
曾

環
δ

竃

冫

　

9
凵

9
ヨ
曽

二
蟄”
　
日
ゴ

2
書
磊”
　
弓

角
 

育
昇
 
一

亙
　
男
霽

ぢ
巨
oF

讐
愚
巳
20

。
削v

ぎ
害
グ

娼
k
δ
魯
o

瑟
器

の

も

の

O
選

邑
歹

団
些

畧
？

娼

＆
p
　
臣

鷲
。

薮
塁”

　
O
巴
β
o

葬
　

窰
 

彭
σ

鬢
鼠
弓
o

詳
　
ゆ

蠧
巳
P

O
Φ

貯
昌

勲

男
。

δ

窟
簽呷
O

書
¢

屋
y

零
霧
ぢ
Φ

多

O
乙

巴
ゆ
o。

已
、9
ぴ

已

壱
o

蕁｝

男

ヨ

夛
募

§
岩
象
翌

想
o
臼
。

色

鴛
冨

窟
o

注
鬱

℃
 

窰
。

こ

O
ε
9
琴

喝

く

霧
 

。

巳
Q
°・

窰
　
b
信

ロ

ぎ
ざ

　
O．

一
ほ
Φ

顎

巳
母
富

　
砿
○

羹
 

筈
ざ

　

ζ
89

　
。。

℃「噂

匿
80

嚇
塑
・゚

や

等
で

あ

つ

陀
。

　

術
ほ

採

集

網
を

曳
き

上

げ
る

時
に、

よ

（

綱

に

郭
三
国

っ

茖
気

鞏

や、

＜
巴

亀
堕

が

引

掛
つ

て

來
る

の

を

見
陀、

　
此

等
の

探
集
物
の

内
で、

特
筆
す
可

き
も

の

は、

伊

勢
蝦
の

幼

い

時

代
の

も
の

で
、

之

は

中

澤
理

學
士

の

鑑
定
に

よ
る

と
、

去

年

八

月

十
日

、

三

燐

實
驗

所
を

離
る
一

浬

牛
の

西
南

沖、

五

六

十

樽

　
　

　

　
ヨ

ド

ミ

の

深
さ

の

淀
と

稱

す
る

揚

所
で、

獲
軸

把

標

本
と、

全

く
同

じ

で
、

プ

エ

ル

貰

川

ス

時

期
幼
蟲
で

あ
る
．

全

體
が

無

色
透
明
で、

内

郵
の

諸
器

官
が、

外
か

ら

十
分
に

見

え
る

。

然
し

胸
離
の

附

羯

肢
の

先
端
に

は
、

紀
の

色

素
が

少

し
あ
る

。

　一

體

今
迄
は

、

伊

勢

三

】
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（
雜

　
　

鱇
）

　
O
大
島

近
海

探
集

蕨
行
の

記

蝦
の
フ

ィ

ロ

ゾ

マ

か

ら、

親
に

な

る

迄

は、

ど
ん

な

變
態
を

す
る

か
、

叉

侮
ん

な

場
厨
に

生
活

し
て

居
る

も
の

で

あ

る

か、

全

く
不

明
で

あ

つ

た

が
、

此
等
の

標
本
か

ら

考
へ

て

見
る

と
、

伊

勢

蝦
の

生

活

吏
の

大

略

は、

稍
々

推
察
し

得
る

樣
に

な

つ

だ

と
も

思
へ

る
。

荷
ほ

ダ

ボ

繩
で

、

キ

ダ

イ
、

ト

ラ

フ

オ

コ

ぜ
、

サ
ク

ラ

ダ

イ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　〜

に

近
い

も
の
、

又
は

　
　
　
　

に

近
い

魚
を

、

澤
山

獲
つ

だ
。

第

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　 

二

回
月
に

綵

集
を

し
た
地

點
は

、

利
島
と
大
室

出

と
の

間
で
、

深

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　「

さ

は

百
か

ら
百

六
＋

陣
も

あ
る

。

利

島
と

鵜
渡
根
島
の

間

を

流
れ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　一

て

來
る

暖

流
は、

直
接
此

處
に

は

影

響
が

な

い

様
で

あ
る
。

獲
物

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　へ

は
、

第
｝

操
集
地

點
の

と
は

、

其

趣

を

稍
々

異
に

し
て

居
て、

重

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　…

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　〔

な

る

も
の

は、

六
放

侮
編
の

類
で

あ
つ

た
。

即
ち

腎
 

肓
＄
賢
口

話
ま”

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　｝

国
o

養
。

け

ぎ

亀
暫

に

屬
す
る

種
類
で

あ
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｛

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　｝

　

術

ほ

四
放

海
綿
の

二

三

種
を
も

採

集
す
る

事
が

出
來
陀

。

此

綵

集
を

終
へ

て
、

船
は

盆
々

南
西
に

進
み、

利

島．

鵜
渡
根

島
を

右
に

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

一

見、

新
島
の

西

海
岸
を
左
に

し
て

式
根

島
に

着
い

だ
の

は、

太
陽

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

 

が

西
の

水

卆
線
下

に

丁

度

沒
す
る

の

頃
で
、

何
か

ら
何
ま
で

紅
の

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

へ

色
に

染
ま
つ

て

居
る

樣
に

見

え
て

居
た

。

早

速
標

本
の

整
理
を

し

、

て
、

上

陸
し
た

の

は

八
時

。

椿
の

繁
込
つ

把、

眞
黒
な

林
の

中
の

　｝

籌
ゼ

讐
読

死
巌
輳
藷
帥

葭
醤

樹
木
が

餘

程

多
く
、

椿
の

外
に

黒
松

等
が、

中
々

よ

く

繁
つ

て

居

る
。

蛙
が

居
そ

う
に

も

見
え
る

の

で、

土

人
に

聞
い

だ

が、

未
だ

見
だ

事
が

な

い

と
の

事
で

あ

る。

東
京
等
か

ら

蛙
を
持
つ

て

歸
へ

る

と、

小

供

等
は

非

常
に

孵
ん

て
、

玩

具
に

す
る

と
云

つ

て

居

三

二

た
。

十
三

日

の

朝
は

、

潮
の

具

合
が

惡
か

つ

π

の

で
、

海

岸
に

あ

る

温

泉
に

も

浴
す
る

事
が

出
來

ず、

此

島
を
離
れ

陀
。

今

日

の

目

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
タ

カ

セ

的
地

は、

薪
島
か

ら

約
三

四

里

西
北
に

當
る

沖

合
で
、

高

瀬
と
云

ふ

所、

三

崎
の

漁
夫
が、

一

月
か

ら
五

月

頃
の

問
に
、

よ

（
メ

ナ

ダ

を

釣
り

に

來
る

の

で

有
名
で

あ

る
。

此

瀬
は、

南
北
に

細
長
い

形
を

し
て
、

約

長
徑
二

里．

短
徑
一

里、

そ
の

深
さ

は

三

十

瞬
か

ら

八

十

曝、

ず

メ

の

類
が

常
に

多
く

棲
む
で

居
る

と

云

ふ

事

で

あ

る
。

案
の

淤、

釣

を
垂

れ
た

ら、

立

所
に

大
き

な

ツ

ノ

ザ
メ

が

澤

山

獲

れ
た
。

中
で

最
も

大

き

な

雌
を、

解
割
す
る

と、

可

成
り

發

逹
し

セ

胎
兒
が

、

六

匹

見

出
さ

れ

陀
。

未
だ

大
き
な

卵
嚢
を

持
つ

て

居
て

、

卵
黄
嚢
動

脹
の

内
へ

、

血
液
が

盛
ん
に

流
れ

て

行

く

の

が

好

く

見
え
る
。

血
管
系
統

は、

ラ

ブ

カ

等
と
殆
ん

ど
同

じ

樣
な

壯

態
を

示

し
て

居
銘

。

此

處
で

二

回

採
集
を

試
み

だ
が
、

獲
物
は

殆

ん

ど
、

色

彩
の

艶

美
な

珊

瑚

礁
に

住
む

樣
な
、

動
物
が

多
か

つ

陀。

即
ち

此

處
が

第
三

採

集
地

點
で、

獲
物
の

主
な

も

の

は、

　
目

類
9
ρ

岡

託
き
野

『
9
さ

鉱
覧
δ
塁】

9
量
同

智唱

円
¢

置

菖
o

覧

箋
巨
。・

u

O

霞
｝、
o

喜

嘗
歹

自
 

葬
＆
盪

臣

＄
碁｝
6

σqo

謎
鼻

｝

霽

窪
尻

ぎ

蹙
舞
午

震
Φ】
罫
｝

ぎ
覧

奠
き】，
尸

蜀

髯

署
ざ

蓁
冓
2

幹
営
げ
翼
G

号
9

ピ
o
娼

げ
o
げ
 

財

2

一

）

Φ

巳
Ho

喜
篭
寅
H、
○

ζ

琴
ρ

弓

顎
o
。

げ
o

羲
罰

｝

容

巴
霞
寅

日

暮
巳
7

它

β
O

亀
亳
03H

き
｝
日

霑
5
娼
o

鑵
切
920

霽

b
曁
自
 

騨」
〉

号

8
巴
P

一
W

窓
試
避

ω

自
コ

弓
oo

の

F戸
獣

鉾

　

午
後
か

ら
は、

風
が

張
く
な

つ

て

船
が

動
搖
し、

到

底
仕

事
が

出
來
な

く

な

つ

陀
の

で、

約
五

時
問
を

費
し

て
、

波
浮
の

港
へ

引

上

げ
た
。

録

路、

大
島
の

東
南
の

端
に

近
寄
る

と、

二

三

丈
も

喬

◎

，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 七 十
’
八 百 三 第 誌 雜 學 物 動（33 ）

い
、

白
い

煙
を

立

て

陀、

大
き

な
波

が、

碎
け

て

居
る

の

が

見

え

た
。

十
四

日

即
ち、

採
集
に

出
て

か

ら
の

四

臼

目
は、

朝
か

ら
束

の

風
が

強
ぐ、

時
々

驟
雨
が
あ
つ

セ
が

、

兎
に

角
探

集
に

出
斟
け

様
と

思
つ

て
、

波

淨
の

港
を
禺

セ

が
、

到

底

激

烈
な

波

濤
の

爲

に
、

操

集
等
は

出
來
な

い

の

で

引

返
し
捏

。

詮
方
な

く、

午

后
か

ら
港
の

後
の

山
へ
、

綵

集
に

出
掛
け
茫。

杉
林
の

中

に

は、

大

き

な
G駐

8
｝

o
娼

霹
母
駿

や、
匂

乱
瑟

が

澤
幽

居
だ．

蛙
や

蛇
に

氣
を

付
け

泥

が
、

遂
に

爾
方

と
も
一

匹

も

獲
る

事
が

礎
來

な
か

つ

た
。

然
し

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　｛

小

學
校
の

標
本
室

内
に

は
、

此

山
で

獲
れ

把

蛇
が
．

三

四

種

酒

精

漬
に

な

つ

て

居
る

の

を
見
セ

。

徇
ほ

逾
中
探
集
し
π

蜘

鯨
の

中
に

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　一

穏、

家
の

樣
な

種

類

が

居
だ。

時
丶

ミ
凡

蝕
§

謦
ミ
ミ

ミ
震

§

炉

国
o
。

ご゜
（

尋

静

犀

図

、
占

）り

ト

§
偽

§
驚

ミ

§
ω

費
（
ピ冒

国
○
。

『
）

（

魂

爬

葛

戛
）

u

賭
竜
蕊
竇

ミ

§
a
欝

目

譲
8
げ゜

（

現
也

Ψ

蚤

、
昂

）

bgo

§
毳
毳

験

ミ
憶

§
軌

P
頃
09

嘲
（

b
“

博

鵡

訂

　
丶
・

喫

渇

曳
悉

）．

　

宿
に

歸
っ

て

晝

飯
を

喰
ぺ

泥

と

こ

ろ

が、

其

時
膳〜
郡
に

出
た、

ク

シ

ロ

と
云

ふ

魚
の

鰓
に

は
、

ど

れ
も
大

小
の

O
貿
口
o

夢
o
ρ

が、

三

四

匹
づ

三

附
着
し
て

居
把
の

を

見
た

。

五

日

目
に

は、

以

前
か

ら
目

指

し
て

居
陀、

利
島
の

西
北
一

浬

沖
の

淺
所
で、

採
集
し
様

と
思
つ

て
、

出
掛

け

π

處
が、

媛
流
の

勢
が

、

非
常
に

激
し
い

の

で、

到

底
網
を
曳
く

事
が

田
來
な

か

つ

セ
。

詮

方
な

く、

第
一

回

綵

集
地

點
で

あ

る
、

大
室

出
の

東
北
の
一

隅
で、

採
集

す
る

事
に

し
セ

。

水

深
は

矢
張
套

四

十
潯
か

ら
九
十

噂
位
の

問
で

あ

る
。

採

集
物
は、

第
一

回
の

も
の

と
大

同
小

異
で
、

特
筆
す

可
き

も
の

が

な
か

つ

だ

様
に

思

は
れ

陀
。

十
六

E
は、

天

候
も
殆

ん

ど
定

ま
つ

（

難

　

　
録
）

　

O
大

島
近

海
綵

集
旋
行
の

記

て、

海
も

雰
常
に

諍
か

に

な
つ

た
か

ら、

早

朝
か

ら

波
淨
の

港
を

す
て

3
、

禺
幌
し

た
。

早
遽
前

囲
に

失

敗
し
た、

利

島
の

西
北

沖

合
を
め

が

け
て

行
つ

て

見
だ

邁
が
、

矢

張
う

潮
の

速
さ

が、

激
し

い

の

で
、

探

集
は

不
可
能

と
な
つ

た
、

詮
万

な

く
其

處
か

ら
眞
北

　

　
　

　

　
　
シ

ヨ

リ

ク

に

當
る、

所
謂

潮
別

で、

探

集
す
る

事
に

し
把。

此

揚
所
は

、

大

島
の

南

岸
か

ら
、

約
二

浬
ば
か

り

南

東
に

當
る、

淺
い

瀬
の

深
み

へ

陷
ち
込

む

崖
際
で、

深
さ

は

百

嚊
か

ら
百

七
八

十
嘩

位
あ

る
。

利

島
の

方

か

ら
來
る

暖

流
の
一

部
は、

此

處
に

ぶ

つ

か

つ

て
、

ニ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ソ

ヨ

ワ

ク

つ

に

別
か

れ

る

と
云

ふ

事
か

ら、

潮
分

と
云

ふ
、

名
が

起
つ

だ

と

の

事
で

め
る
。

此

處
で

採

集

し

た

生
な

も
の

は、

帽
o

ζ
疹
彗

戸

詔

喜
§
£
。

蔭
2

ソ

峯
旨（
）

幽

鞏

む。

ぎ
ξ
名
。

ρ

〉

螽
層

畧

ぽ
∫

ζ゚
・り

翌
弖
。
図

聾

葬
目
。

喜
o
｝

邑
ぎ

⊆
蜘

量
90H

》
ぼ
oN9

〕

90

喝

三
。帥
育
7

0
で

圧
08

ぎ
勲

○
弓

三
鷺
睾
e

冨」

ぎ
鉱

き
H

ま
貯
p

諺凵同
e

塾
9
ど

ζ
邑
担

9H
書
ぎ

9
詳

　
Ga

琶
。

8
目

釦

覧
3
　
0a
叶

Φ

σq

璧
ε
o

邑
亙

　
日

喜
巳

9
。

5

切
Φ
酔

磬
。

夢
　
影

g
ε
o

巨
戸
　
O
団

90
。・

ε
5
色
2
　

浮
旨

零
。

Φ

夛
冦

梦

O
。

蒙
民
尸

O
筈
自
撃サ

ζ
〇一
蚤
δ
弓
o

蜜

等
で

あ
つ

た
。

　

其
の

外

單

軸、

石
友、

六

放
海

綿
等
の

若

髓
標
本
が
、

澤
山
手

に

入
つ

セ。

多
く

は

蘚

蟲
や、

ク
ニ

等
の

表

面
に

附

着
し
て

居

る
。

又

9
畧
曾
○

毒
o

菷
畧
oo

昌
督

σq
塑

9

の

可
成

b
大

き
な

の

が

探

集
さ

れ
た

が
、

弓Q
田

艶
ψ

は

見

付
ら
な

か

つ

π

樣
だ

。

　

此
處
で

二

回

採
集

し
て

、

元

村
の

人

家
や

燈
臺
を

右
に

見
て

、

大
島
の

北

西

沿

岸
に

あ

る

岡

田

村
に

着
い

た
の

は、

午
後

四

時

牟
、

早
速

標
本

を
整
理

し
て

上

陸
し
覚

。

元

村
菰
一

泊
し
て、

早

朝
二

里
の

山
路

を
越

え
て、

再
び

岡

田

村
へ

雌
陀

。

道

す
が

ら

探

，

三

三
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雑

　

　

録
）

　
○

巌

蟲

類
の

ク

チ

ク

ラ
の

化
學
的

成
分

　

附、

キ

チ

ソ

質
に

就
い

て

集
し
把

蜘
蛛
は

、

五

六

種
あ
つ

て
、

其
の

内

波
淨
で

探

集
し
セ

の

と
同

じ

な

の

も、

二

種
類
ば

か

り
め

る
。

即
ち

k ．
丶

ミ

蔑
ミ

§
戟

§
包、

匙

彎
軌

ミ
§

諱

ρ

『

国
o

畠゚

斗

装

侭

乂

、
昂
’

臥

遷
帖

§
恥

鯉

ミ
§
戔
o

ミ

（

oQ8

它
ど

“

戦
争

、
昂

’

ト
ミ
“

鰰

壽

§
g

円

囚
霞
8
『・

u

篭
隠

u

戦

争

、
ぷ
’

b
価

§
§
ミ
恥

ミ

§ω

暑
（

ご゜

国
o
。

F
）

兆

爬

凵

M
．

’

宅
§
ミ
ミ

9
§
ミ
陣

督゚

国
09

甲

戛
川

躑

博

、
占
’

∩

邑
o
酔

。

ω

゜・

や

（

尊
藤
）

。

徇

ほ

ト

カ

ゲ

の

類
で

は、

鵠
舘

諱
ミ
題

職

憩
象

譱
切
od

冒
国
羇

Φ
国

野

を
採

集

し
泥、

此

種
は
ス

タ

イ

ネ

ガ

ー

が
、

甞
て

臺
灣
と
．

ヘ

ス

カ

ド

ル

島
　’

と
で
、

獲
れ

把

標

本
を、

記

載
し
て

居
る

ば
か

b
で、

大

島

で

は、

始
め

て

知

ら
れ

柁

も
の

で

あ
る
。

元

來
原

種
は、

支
那
の

中

部
で

綵

集
さ

れ

だ

の

が

始
ま
り

で
、

其
他
の

場
所
で

は
、

前
に

記
　 

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

し
だ
二

箇
所
を

除
ぐ

外、

未
だ

知

ら
れ
て

居
な
い

。

此
種

は、

大

島
の

此

地

方
で

は、

可

成
澤
山

棲
ん

で

居
て

、

石
垣
や

草

叢
の

崖

等
に

屡
々

姿
を
見
せ

て

居
だ
。

カ

ナ
ヘ

ビ

の

類

で

は、

内

地

の

『

§
ぎ
ミ
o

ミ

毳

ミ
鼻

ミ
き
§
o

幾
麌

と
餘
程

似
て

居
る

種

類
が

棲
ん

で

居
る

。

之

は
ト

カ

グ

よ

り

は、

比

較

的

少

い

樣
に

義

見
え
る

が、

矢
張
b
崖
等
に
、

澤
山

爬
つ

て

居
る

の

を
、

目

撃
し

た．

内
地

の

種

類

と

異
つ

て

居
る

點

は、

色
々

あ
る

が、

主
な

と
こ

ろ
は

oQ
¢
喝

蕁
8
巳
胃

と

固

畧
9
巴
・。

と
の

間
に

あ
る

、

覧
9
¢

や
已
Φ

蕁
喝
○

鬥

巴

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　｛

と、
客
ロ

自
巴
。・

の

形

状
が
、

異
つ

て

居
る

事
で
あ

る。

然
し
R

ぎ
ぎ

，

ミ
§
ミ
。。
妹

§
ε
辱
o

ミ
9
匙

象

の、

南

型

と
で

も

云

ふ

k

ぎ
ε
辱
§四
§

匙

ミ
鶏
〜

塁

と
は、

叉

少
し
く

變
つ

て

居
る

點
が

あ
る。

　

午
前

十
時
遣
寸

丸
に

乘
つ

て、

愈
々

大

島
を

離
れ

て
、

實
驗

所

へ

と
の

歸
路
に

就
い

だ。

途
次
岡

田

村
が

ら

約
二

十
町
ば

か

b
箕

1

厂

三

四

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

セ
ソ

ズ

マ

へ

北
へ

行

つ

セ

處、

俗
に

此

處
を

仙
洲
前

と
縛
し

て

居
る
、

水
深
は

二

百
か

ら
二

百
五

十

蹲
で、

獲
物
は

専
ら
六

放
海
綿
ば
か

り
で、

主

な

も
の

は
、

肉
碧
冨
勲

国

舞
露
ρ

b
婿

巨
oo9

差
籌

留

等
で

め
つ

た
。

此

採
集
を

終
へ

て、

懐
し
い

油
壼
の

水
上

に、

遣
寸
の

英
姿
を

浮

べ

陀
の

は
、

拾
七
日

の

午
后
五

時

頃
で

あ
つ

陀
。

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
層

（

岡
田

彌
一

郎
）

　
　

●
線
蟲
類
の

ク

チ

ク

ラ

の

化
學
的
成
分

　
　

　

　

附
、

キ

チ

ン

質
に

就
い

て

　

線
蟲
類
の

ク

チ

ク

ラ

は

キ

チ

ン

質
で

あ
る

と
は

古
く
か

ら
云

は

れ

て

居
る

こ

と
で

あ

る

が
、

近

來
の

研
究
に

依
る

と

そ
れ
は

誤
ウ

で

全
く

異
な

つ

髭

物

質
か

ら
成
つ

て

居
る

と
い

ふ

読
が

唱

導
せ

ら

れ

る

様

に

な

つ

セ
。

殊
に、

ア

メ

リ

カ

の

線

蟲

學

者

で

あ

る

円
HHO

蜜

毳

甲
ッ

訟
o
ヒ
缶

の

最
近
の

研

究

角
篝
匿゚

臣

5
Φ

鉾

冨
｛
ρ

α
oo

壱

ぐ

9匸
“

郵

劉
o°

坪
一

三
〔）

）

は

頗
る

周
到
な

る

も
の

で
、

キ

チ

ン

質
で

な

い

と
い

ふ

読
存

確
定
的
に

證

據
づ

け
把
の

で

あ

る
。

．
一

れ

ら
新

読

者
に

依
る

と、

線
蟲

類
の

ク

チ

ク

ラ

を

成

す

も
の

は

決

し
て

キ

チ

ン

質
で

は

な

く
、

コ

ル

ネ
イ

ン

（

Oo

暮
03

）

な

る

物
質

で

あ
る

と
い

ふ

こ

と

に

な

つ

た
。

こ

の

結
果
が

ズ
 

舞
8
号

日
¢

。

巨

＝

ξ
さ

に

獨
し
少
な

か

ら
ぬ

變
更

を
餘
儀
な

ぐ

さ

せ

だ

こ

と
は

云

ふ

ま
で

も
な

い
，

　
コ

ル

ネ

イ
ン

と

は
如

何
な

る

物

質
で、

何

時
如

何
な

る

人
が

作

つ

た

名
稱
で

あ

る

か

と
い

ふ

事

柄
は、

キ

チ

ン

質
に

關

す
る

事

柄

と
關

連
し
て

述
べ

樣
と

慧
ふ

。
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